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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　「ダムを見に行こう」と言われたら、ダム堤体を

見に行くと思うでしょうが、人によっては、ダム湖

のことを「ダム」だと思って生きています。少なく

とも何十年か前の私はそうでした。英語でfloodは、

洪水のことだと信じていたので、高潮もfloodと呼

ぶことがあると知って意外でした。また、洪水とい

うのは災害の名前ではなくいつもより河川の流量が

多いだけなので、堤内地の氾濫をともなうものは洪

水災害と呼べと言われて、私にとっての日本語の意

味が変わりました。

　内水氾濫が起きやすい場所を教えてください、と

お願いして、「○○堰」という名称とおおまかな位置

を教えていただいた。私は、その場所を現地で確認

したかったが、なかなか見つからない。だいたいの

場所がわかっているのだから、地図を見たら、内水

氾濫が起きそうな地形や構造物があるだろう、と思

いあがっていた。大きな間違いだった。

　「堰は河川横断構造物ですよね？」と、専門家に

確認して、地図を見て、現地を歩いてもそれらしい

ものは見当たらない。そこには河川があり、堤防が

あり、排水樋管があった。そして過去の浸水の記録

と、予測される浸

水深があった。

　まったく別の地

域の地図を見てい

て、河川の横に「△

△堰」と書いてあ

るのを見つけて、

探していたものが

見つからない理由

がわかった。地域

によって、人の手

によって水を引い

た水路、いわゆる

疏水を堰と呼ぶ。そういえば、身近にも、「・・・堰」

という疏水があって、それまで農業用水が不足して

いた地域の稲作を可能にした、ことを忘れていた。

　全国で、「堰」と呼ばれる「疏水」は多いようだ。

横断構造物としての「Ａ堰」があり、そこから引い

た水を流す疏水を、「Ａ堰」と呼ぶことがある。「Ａ堰

用水」という疏水もある。「Ａ堰から水を引いている

疏水」の略称が「Ａ堰」だと思えばいいかと納得し

た。一方で、上流のスタート地点に、河川をせき止

める堰、以外の水源をもっている「Ｂ堰」という名

の疏水もある。この場合は疏水の別称が堰のようだ。

　周辺で内水氾濫が起きる「○○堰」は、法律上は

普通河川ということだった。流れる水の呼び方は、

時と場合、人によって違う。もしかすると、私のよ

うに堰周辺で迷ったことがある人、そういう人と話

が通じなかった人が、どこかにいらっしゃるのでは

と思っています。
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　東北地方整備局岩手河川国道事

務所は23日付で、一関遊水地第３

遊水地等整備工事など一関遊水地

関連の工事２件と業務１件、二戸

国道管内防災工事を一般競争で公

告した。遊水地関連の工事２件は、

５月８日までの申請で、入札が同

月16日、６月６日の開札を予定。

一関遊水地太田川測量業務は、５

月15日までの申請で、入札が６月

11日、翌12日の開札。二戸国道管

内防災工事については、５月10日

までの申請で、同月月30日の入札、

開札は６月21日を予定している。

（関連７－６面）

　遊水地関連の工事２件は、一関

遊水地第３遊水地等整備工事と一

関遊水地第１遊水地周辺整備工

事。第３遊水地等整備は、一関市

狐禅寺田谷下～同市舞川出谷起地

内が施行地となっており、舞川地

区での掘削工１万7000立方㍍、狐

禅寺地区での掘削工590立方㍍や

盛土工6200立方㍍、擁壁工、植生

工1730平方㍍、排水構造物工、舗

装工780平方㍍、防護柵工108㍍、

構造物撤去工を工事内容とする。

工期が2025年３月21日まで。

　第１遊水地周辺整備では、第１

遊水地地区での伐木除根工３万15

00平方㍍、構造物撤去工や仮設工、

太田川地区での路体盛土工30立方

㍍と舗装工6282平方㍍が工事内

容。2025年１月17日までの工期と

なっている。

　二戸国道管内防災工事の工期

は、2025年３月19日まで。一戸地

区での集水桝・マンホール工、法

枠工、地山補強土工、笹目子地区

での舗装打換え工、オーバーレイ

工、アスファルト舗装工、側溝工、

管渠工、集水桝・マンホール工。

岩舘地区でのアスファルト舗装

工、側溝工、管渠工、集水桝・マ

ンホール工、植生工、石切所地区

での側溝工、かご工を内容とする。

　工事実施形態は、総価契約単価

合意方式、総合評価落札方式（施

工能力評価型（Ⅱ型））、契約後Ｖ

Ｅ方式の試行、月単位の週休２日

を実施する試行工事、生産性向上

チャレンジの試行対象、賃上げを

実施する企業に対して総合評価に

おける加点を行う工事などが工事

３件の共通。

　加えて、第３遊水地等整備は、

ＩＣＴ活用工事（土工）。第１遊水

地周辺整備は、ＩＣＴ活用工事の

対象工事（土工（1000立方㍍未満）

【施工者希望Ⅱ型】）、ＢＩＭ／Ｃ

ＩＭ活用工事（受注者希望型）の

対象工事（ただし、ＩＣＴ活用工

事を希望の場合は対象外）なども

付している。

　主な参加資格は、３件とも東北

地方整備局の一般土木工事Ｃ等級

で、本県内に本社（本店）が所在

すること。それぞれに施工実績も

付している。

　一関遊水地太田川測量業務につ

いては、一関遊水地事業の一環で

太田川・小金沢川の河川法施行令

２条８号区間において、基準点測

量、地形測量および応用測量を実

施するものとなる。委託期間は20

25年１月31日までとしている。

　東北地方整備局三陸国道事務所

は、洋野地区橋梁詳細設計業務、

田鎖蟇目地区土石流調査設計業

務、川内地区水文調査の３件につ

いて23日付で公告した。洋野地区

の業務は、５月15日までの申請で、

６月12日の入札、翌13日の開札。

田鎖蟇目地区と川内地区の業務

は、22日までの申請、６月19日の

入札、翌20日の開札を予定してい

る。（関連６面）

　それぞれの概要を見ると、洋野

地区は、三陸沿岸道路（侍浜～階

上）改築事業の一環で、橋梁詳細

設計などを実施。一般構造物予備

設計（擁壁・補強土）３カ所、一

般構造物詳細設計（補強土）３カ

所、橋梁予備設計１橋、橋梁詳細

設計（鋼橋上部工）１橋、橋梁詳

細設計（橋台工）２基、橋梁詳細

設計（橋台基礎工）２基、仮設構

造物詳細設計（土留工）２基を細

かい内容とする。12月20日までの

期間を設定する。

　田鎖蟇目地区では、12月20日ま

での期間で、土石流対策調査１業

務、土石流対策計画２流域、土石

流対策工予備設計３基、土石流対

策工詳細設計４基を進める内容。

宮古盛岡横断道路（田鎖蟇目道路）

改築事業の一環で、宮古市田鎖～

同市老木地内での土石流調査設計

を行うものとなっている。

　川内地区は、宮古盛岡横断道路

（宮古市箱石～同市川内地内）で

の水文調査を、2025年３月21日ま

での期間で実施する。水収支調査

として井戸調査280カ所や被覆形

態調査1.7平方㌔、水文地質踏査4.

2㌔、かんがい用水水路系統調査1

.7平方㌔。水文調査解析として水

文地質踏査解析6.4平方㌔、影響

予測解析6.4平方㌔を実施する。

　主な参加資格は、洋野と田鎖蟇

目地区の業務が単体企業の場合は

東北地方整備局の土木関係建設コ

ンサルタント業務の有資格者で、

設計共同体の場合は単体企業に掲

げる条件を満たしている者により

構成される設計共同体。川内地区

の業務は、単体企業の場合が東北

地方整備局の地質調査業務の有資

格者で、設計共同体の場合は単体

企業に掲げる条件を満たしている

者により構成される設計共同体と

している。

　洋野地区と川内地区の業務は、

岩手県内に本店、支店または営業

所があることも要件に付してい

る。それぞれに、業務実績も設定

している。

再整備へ改修する奥州湖交流館

　奥州市は、胆沢若柳の奥州湖交

流館の再整備として、改修を計画

している。アウトドアツーリズム

重要拠点（アクティビティ拠点）

に位置付けて進めるもので、５月

にも設計について指名競争で業者

選定したい考え。現段階で、25年

度に施工を進め、26年度に新たな

施設をオープンする流れを想定し

ている。

　交流館は元々、13年まで国が胆

沢ダム学習館、胆沢ダム建設ステ

ーションなどとして整備し運営し

ていたもの。鉄骨造平屋建てで、

床面積は888.22平方㍍。

　市では、観光面などを見据え、

建物を取得して改修し、15年に交

流館をオープンした。現在の間取

りは、資料展示や観光案内・多目

的スペース、会議室、倉庫、事務

室、更衣室、バリアフリーを備え

たトイレなど。

　市が目指すまちの開発デザイン

となる「奥州市未来羅針盤図」で

は、エリアプロジェクトの一つと

して、奥州湖周辺についてアウト

ドアフィールド・アクティビティ

の開拓と人材育成、民間企業との

連携強化を図ることしている。取

り組みの一環で、奥州湖交流館に

アウトドアツーリズムの拠点や、

カヌー競技のトレーニングセンタ

ーとしての機能を付与することと

している。

　現時点での再整備の方針を見る

と、アウトドアツーリズム拠点で

は、アウトドアツーリズムの玄関

口やアウトドアアクティビティの

拠点、ＳＤＧｓの推進拠点として、

インフォメーションや体験イベン

ト・ツアーの開催、レンタル、交

流拠点（多目的スペース、休憩ス

ペース）、物販、Ｗｉ－Ｆｉ整備と

いった面で強化を図る。

　カヌー競技のトレーニングセン

ターとしては、トレーニングジム、

会議室、レクチャールーム、シャ

ワー室、更衣室の利便性向上（ロ

ッカー設置）の点で強化を図る方

向で検討している。

　これまでは建物のうち、以前に

学習館として利用していた457平

方㍍をメインに改修し、利用して

きた。今回の再整備で、以前に建

設ステーションとして利用してい

た431平方㍍の部分についても、

改修を進めて活用していく。

　間取りなどの詳細は、今年度進

める設計の中で固めていく。順調

にいけば、５月に入札を行い、10

月末までの期間で外部委託したい

構えだ。

　来年度以降の施工や供用のスケ

ジュールは、あくまで現時点での

見通しで、施工内容などにより工

事期間などが伸びる可能性もある

とする。なお、現在の資料展示室

にあるジオラマ模型やパネルは、

東北地方整備局北上川ダム統合管

理事務所胆沢ダム管理支所へ移設

し、一体的な情報発信を行うこと

で検討するとしている。


